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投稿規程 

 

1. 投稿資格 投稿は会員に限らず、広く一般から募る。 

2. 投稿原稿  投稿原稿は他の雑誌などで公刊されていないものに限る。口頭発

表をまとめたもの、紀要などに載ったものを改訂したものは、その旨を記載す

ること。 

投稿原稿は、研究論文及び研究ノートとする。研究論文は、オリジナリティ

ーのある新しい知見を含んだものでなければならない。 

3. 使用言語  日本語及び英語とする。 

4. 特殊文字ならびに日本語のローマ字化  ギリシア語・キリール文字以外の特

殊文字はローマ字化する。音声字母は、国際音声字母 (International Phonetic 

Alphabet)を用いる。日本語のローマ字化は､ 1つの方式を統一的に使用する。 

5. 参照文献  参照文献は、本文または注釈において引用または言及したものの

みを論文の末尾にまとめる。単行本、論文集ならびに論文は、下記の様式で記

載すること。 

単行本､論文集: 

著(編)者 発行年 書籍名 (和文の場合『』で、欧文の場合イタリックまたは下

線で修飾) 発行地 (和文の場合不要) 発行所 (出版社または研究機関) 

論文: 

著(編)者 発行年 論文名 (和文の場合｢｣で､欧文の場合‘ ’で囲む｡) 収録雑誌名

または収録書籍名 雑誌の号数 記載ページ 

6. 提出様式  原稿 2部を編集部に提出する。原稿は以下の順序で整える。紙の

サイズはA4とする。 

1. 表紙（別紙）：論文名、執筆者名（ローマ字表記）、所属機関、連絡先（郵

便番号、電話番号とも。電子メールのアドレスがある場合は、それも。）、

論文の種類 (研究論文か研究ノートか) 

2. 論文本文：1ページ目にタイトルとキーワードを書く（執筆者名および所

属機関名は書かない）。 

3. 注釈（脚注として論文本文に組み込んでも構わない）｡ 

4. 参照文献：論文の末尾に。 
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5. 要旨：本文が和文の場合、英文要旨を、本文が英文の場合、和文要旨を 

本文とは別紙で。 

6. 概要：論文本文と同じ言語で。（研究論文の場合のみ）概要には以下の項

目を記入すること。 

(a) 問題：扱っている問題を簡潔に書く。記述的研究の場合、ここで記述

の対象を書く。理論的な議論を行なっている場合は、ここで検証・批判

の対象となる説を書く。 

(b) 新しい知見：論文の中で明らかにした新しい知見を簡潔に書く。 

7. 採否 : 投稿論文は 2名の匿名の査読者により審査される。投稿原稿の採否

は査読者の審査を受けた形で編集部が決定する。    

8. 入稿様式  原稿が採択された場合、執筆者は PDFファイルまたはプリント

アウトした原稿の他、LaTeXのソースファイル、あるいはWord文書を提出し

なければならない。その際、書式の詳細については必ず編集委員会に照会する

こと。 

9. 進呈  執筆者には、本誌2部と抜き刷り 20部を進呈する。 


